
一畑グループ  企業一覧

運輸業
⃝一畑電車 株式会社
⃝一畑バス 株式会社
⃝松江一畑交通 株式会社
⃝出雲一畑交通 株式会社
⃝隠岐一畑交通 株式会社

レジャー・サービス業
⃝株式会社 一畑トラベルサービス
⃝株式会社 ホテル一畑
⃝株式会社 平田自動車教習所
⃝株式会社 いずも
⃝株式会社 一畑パーク
⃝株式会社 カーテックス一畑

建設業
⃝一畑工業 株式会社
⃝一畑住設 株式会社

その他事業
⃝一畑電気鉄道 株式会社

一畑グループ
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1
9
1
2
年
創
立
。〝
目
の
お
薬
師
様
〟

と
し
て
全
国
的
に
信
仰
を
集
め
た
《
一
畑

薬
師
》
と
、
出
雲
の
中
心
地
を
鉄
道
で
結

ぼ
う
と
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
組
織
の

礎
が
築
か
れ
た
の
が
長
い
社
史
の
始
ま
り

だ
。
そ
の
後
、
交
通
事
情
や
需
要
の
変
化

に
伴
い
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
も
手
が

け
始
め
、
50
年
に
は
当
時
全
国
最
長
と
な

る
松
江
か
ら
広
島
ま
で
2
0
0
キ
ロ
の
長

距
離
バ
ス
運
行
を
実
現
し
、
注
目
を
集
め

た
。

　
都
市
部
の
大
手
鉄
道
会
社
同
様
、
55
年

頃
か
ら
経
営
多
角
化
に
着
手
。
山
陰
初
の

本
格
的
な
百
貨
店
や
遊
園
地
、
ホ
テ
ル
、

観
光
な
ど
関
連
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
自
動
車
の
教
習
所
や
車
両
整
備
、
住

宅
設
備
工
事
な
ど
も
手
が
け
て
い
っ
た
。

山
陰
や
島
根
県
内
で
初
め
て
実
施
し
た
事

業
も
多
く
、
常
に
挑
戦
心
を
抱
い
て
地
域

を
牽
引
し
て
き
た
。
鉄
道
事
業
だ
け
で
採

算
が
取
れ
る
都
市
部
と
違
い
、
地
方
で
は

経
営
も
容
易
で
は
な
い
。「
地
域
協
働
で

新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
豊
か
な
郷
土
づ

く
り
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の

経
営
理
念
が
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
。

　
2
0
0
6
年
に
事
業
再
編
を
行
い
、
持

株
会
社
化
し
た
《
一
畑
電
気
鉄
道
株
式
会

社
》
が
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
し
て
13
の

グ
ル
ー
プ
会
社
を
統
括
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

約
30
年
勤
め
た
山
陰
合
同
銀
行
を
離
れ
、

15
年
か
ら
経
営
に
参
画
し
た
足
達
明
彦
社

長（
65
）は
「
も
の
す
ご
く
い
ろ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
」
と
笑
う
。

島
根
県
東
部
を
中
心
に

幅
広
い
事
業
を
展
開

県都松江市と第二の都市、出雲市
とを宍道湖北側で結ぶ唯一の交通機
関、一畑電車。地域の移動手段として
重要な役割を担っている 鉄道や
バス、タクシーの運輸業を始め、ホテ
ル、観光などのサービス業や建設業
まで、多彩な事業を展開する一畑グ
ループ 一畑電鉄は創立以来110
年余りにわたり、地域の豊かな暮らし
を実現してきた 旅先では飛び込
みで居酒屋に入るという足達社長。

「思わぬ出会いが楽しいよね」

LEADING COMPANY

14

鉄道やバス、タクシーの運輸業を始め、ホテル、観光などのサービ
ス業や建設業まで、多彩な事業展開で地域の暮らしを豊かにして
いる《一畑グループ》。総合力の高さが強みの一つだ。

総合力を発揮し、地域協働で
豊かな郷土づくりに貢献する

⃝運輸業／レジャー・サービス業／建設・不動産業

一畑グループ

055 054
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一畑バスでは旅行客に人気の高速乗合バ
スも運行 台湾の名勝や景勝地イラストを
施したラッピング車両 各ドライバーが運
転するタクシーは、毎日入念に点検を行う

地元の特産品を豊富に揃える観光センタ
ーいずも 指定管理者として、島根県立古
代出雲歴史博物館を運営 出雲・隠岐空港
でJALの空港業務を担う一畑トラベルサービ
ス 旅行客を笑顔で出迎えるホテル一畑フ
ロントクラーク 地域のインフラ整備を担
う一畑工業社員 一畑住設は、鉄道架線設
備の保守管理も実施 グループ車両の保守
点検も任されるカーテックス一畑 一畑電
鉄は持株会社としてグループ会社を統括・サ
ポート 住宅型有料老人ホームや企業
主導型の保育施設も運営

　
異
業
種
か
ら
転
身
し
、
19
年
に
社
長
に

就
任
し
た
足
達
社
長
が
ま
ず
力
を
入
れ
た

の
が
、
自
社
が
展
開
す
る
事
業
の
幅
広
さ

の
P
R
だ
。「
銀
行
員
と
し
て
付
き
合
い

の
あ
っ
た
私
で
す
ら
あ
ま
り
知
ら
な
い
ん

だ
か
ら
、
一
般
の
人
な
ら
な
お
さ
ら
の
こ

と
」。
従
来
は
電
車
や
バ
ス
を
メ
イ
ン
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
就
活
生
向
け
の
合
同

企
業
説
明
会
で
、《
株
式
会
社
一
畑
パ
ー

ク
》
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る

《
松
江
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
》
の
人
気
者
、

ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
や
、
J
A
L
グ
ル
ー
プ
と

し
て
空
港
業
務
を
行
う
《
株
式
会
社
一
畑

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
》
の
空
港
グ
ラ
ン
ド

ス
タ
ッ
フ
の
写
真
を
展
示
す
る
な
ど
し

て
、
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
っ
た
。

　
幅
広
く
展
開
す
る
グ
ル
ー
プ
事
業
を
見

直
し
、
テ
コ
入
れ
に
取
り
組
み
出
し
た
矢

先
、
コ
ロ
ナ
禍
が
襲
っ
た
。「
う
ち
は
人

を
集
め
て
移
動
さ
せ
て
〝
体
験
〟
を
提
供

す
る
会
社
な
の
に
、
何
に
も
で
き
な
く
て

苦
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
足
達
社
長
。

グ
ル
ー
プ
の
多
く
の
事
業
で
足
踏
み
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
24
年
1
月
に
は
《
一
畑
百

貨
店
》
を
断
腸
の
思
い
で
閉
店
し
た
。

　
小
売
り
部
門
で
断
ト
ツ
の
売
り
上
げ
を

誇
っ
て
い
た
柱
の
一
つ
が
な
く
な
っ
た
の

を
機
に
、
交
通
と
観
光
を
主
軸
に
総
合
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
の
立
て
直

2

1

36

45

交
通
と
観
光
を
主
軸
に
誘
客
図
る

〝
体
験
運
転
〟は
全
国
的
に
注
目

コロナ禍を越え、挑戦を力に変える経営

し
を
図
っ
て
い
っ
た
。
特
に
力
を
入
れ
る

の
が
、鉄
道
の
定
期
外
利
用
者
の
増
加
だ
。

地
元
住
民
の
足
と
し
て
存
続
を
使
命
と
す

る
一
方
、
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、
い

わ
ゆ
る
〝
定
期
外
〟
と
言
わ
れ
る
非
日
常

遣
い
の
需
要
増
が
カ
ギ
と
な
る
。
24
年
に

は
、
人
気
の
体
験
運
転
を
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
せ
た
全
国
初
の
本
線
上
で
の
体

験
運
転
を
ス
タ
ー
ト
。
実
は
こ
の
企
画
を

最
初
に
思
い
付
い
た
の
は
、
小
さ
い
頃
か

ら
電
車
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
足
達
社
長

だ
っ
た
。「
本
線
の
分
岐
点
を
通
過
で
き

た
ら
面
白
い
の
で
は
」。〝
素
人
〟
の
思
い

付
き
に
鉄
道
幹
部
は
懸
念
を
示
し
た
も
の

の
、
社
内
で
案
を
練
っ
た
末
、
最
終
電
車

が
到
着
し
た
後
に
実
際
の
線
路
を
運
転
し

て
も
ら
う
プ
ラ
ン
が
完
成
し
た
。「
全
国

の
鉄
道
フ
ァ
ン
か
ら
大
き
な
反
響
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
25
年
10
月
に
新
型
車
両
を
導
入

し
た
の
に
合
わ
せ
、
友
好
協
定
を
締
結
す

る
台
湾
の
《
国
営
台
湾
鉄
路
股
份
有
限
公

司
》
と
の
相
互
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
事
業
を

企
画
。
一
畑
電
車
の
車
体
に
は
、
台
湾
の

名
勝
や
景
勝
地
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
で
載
せ

る
一
方
、
台
湾
鉄
路
の
車
両
に
は
、
島
根

県
の
観
光
地
な
ど
を
同
様
に
施
し
た
。
乗

車
券
交
流
事
業
が
功
を
奏
し
て
年
間
約

5
0
0
人
が
台
湾
か
ら
訪
れ
、
今
後
も
ツ

ア
ー
を
企
画
す
る
な
ど
し
て
呼
び
込
み
を

強
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
縁
が
深
い
関
西

の
私
鉄
と
の
相
互
誘
客
も
進
め
て
い
る
。

一畑グループ

　
社
長
就
任
直
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に
襲
わ
れ

た
足
達
社
長
に
と
っ
て
、
社
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
は
重
要
な
テ
ー

マ
だ
っ
た
。「
当
時
ホ
テ
ル
な
ど
に
入
社

し
た
社
員
は
お
客
様
と
接
す
る
機
会
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
接
客
を
通
し
て
仕
事
を
覚

え
る
こ
と
も
、
接
客
の
喜
び
を
得
る
こ
と

も
難
し
い
状
況
で
し
た
」。
そ
こ
で
グ
ル

ー
プ
の
全
社
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

自
ら
が
直
接
回
答
を
見
て
、
社
員
の
現
状

に
寄
り
添
っ
た
。
高
い
必
要
性
を
感
じ
た

場
合
に
は
人
事
異
動
も
行
い
、
現
場
を
積

極
的
に
訪
れ
て
直
接
社
員
を
励
ま
し
た
。

22
年
に
始
ま
っ
た
全
国
旅
行
支
援
事
業
を

機
に
徐
々
に
旅
行
客
が
戻
り
始
め
、
ホ
テ

ル
の
宿
泊
者
数
も
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

　
グ
ル
ー
プ
規
模
を
生
か
し
た
福
利
厚
生

も
進
め
て
き
た
。
18
年
に
は
企
業
主
導
型

の
保
育
施
設
《
キ
ッ
ズ
い
ち
ば
た
》
を
開

設
。
グ
ル
ー
プ
で
働
く
社
員
の
子
ど
も
や

孫
を
対
象
と
す
る
が
、
地
域
住
民
か
ら
の

受
け
入
れ
も
募
っ
て
い
る
。
休
日
に
需
要

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
業
を
担
う
社
員
が
多
い

こ
と
か
ら
、
土
日
祝
日
は
も
ち
ろ
ん
利
用

園
児
が
い
れ
ば
年
末
年
始
や
お
盆
な
ど
も

含
む
3
6
5
日
開
園
し
て
い
る
。

　
19
年
に
は
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

《
ホ
ー
ム
い
ち
ば
た
》
を
開
所
。
都
会
的

な
暮
ら
し
を
希
望
す
る
高
齢
者
が
多
い
こ

モ
チ
ベ
向
上
や
福
利
厚
生
に
注
力

保
育
園
や
老
人
ホ
ー
ム
も
設
置

と
や
、
家
族
ら
の
面
会
の
利
便
性
な
ど
を

考
え
、
福
祉
施
設
と
し
て
は
珍
し
く
、
駅

前
に
設
け
た
。
足
達
社
長
は
、「
今
後
も

自
社
の
交
通
網
を
生
か
し
つ
つ
、
遊
休
不

動
産
を
活
用
し
て
地
域
ニ
ー
ズ
が
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
す
。

　
健
康
経
営
に
も
注
力
し
て
お
り
、
25
年

に
は
前
年
度
に
新
設
さ
れ
た
健
康
経
営
優

良
法
人
（
中
小
規
模
法
人
部
門
）「
ネ
ク

ス
ト
ブ
ラ
イ
ト
1
0
0
0
」
に
認
定
さ
れ

た
。
大
塚
製
薬
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

社
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
健
康
増

進
を
図
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
人
材
不
足
が
課
題
と
な
る
中
、
25
年
4

月
に
は
県
西
部
の
在
住
者
を
リ
モ
ー
ト
勤

務
枠
で
採
用
。
26
年
か
ら
は
外
国
人
の
人

材
登
用
も
予
定
し
て
い
る
。

　
旅
が
好
き
で
、
今
年
国
内
47
都
道
府
県

を
制
覇
し
た
足
達
社
長
。「
旅
の
魅
力

は
、
知
ら
な
い
場
所
と
人
に
出
会
え
、
そ

の
土
地
を
五
感
で
味
わ
え
る
こ
と
」。
そ

う
語
り
、
と
も
に
働
く
仲
間
に
は
、
島
根

が
好
き
で
、
島
根
の
た
め
に
働
き
た
い
と

い
う
想
い
を
期
待
す
る
。「
国
内
外
か
ら

多
く
の
人
を
呼
び
寄
せ
る
よ
う
な
魅
力
的

な
企
画
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」。

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
数
々
の
挑
戦

で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
き
た
一
畑
グ
ル
ー

プ
。
さ
ら
な
る
歩
み
を
と
も
に
進
め
る
仲

間
を
求
め
て
い
る
。

057 056



　「ばたでん」の愛称で地域住民に親しまれている一畑電車。宅野さんは電車の運行
業務を担いつつ、イベントの企画・運営なども行う全国的に珍しい “二刀流” 運転士
だ。「自分が予約対応した貸切列車を、自ら運転してご案内することも」　
　大手鉄道会社で車両メンテナンスを専門に行っていたが、動力車操縦者の免許を
取得して運転業務も担うように。帰郷後も培った技術を生かそうと当社を選んだ。乗
客と運転士が顔の見える関係を築ける点を魅力に感じている。
　ばたでんグッズも各種企画。平成初期に運行していた4種類の車両のイラストを並
べて載せたクリアファイルや、8001系缶バッジなどは宅野さんが考案した。「移動手
段以外にも電車の魅力はたくさんある。発信していきたい」

　路線バスや貸切バスに加え、高速乗合バスや隠岐汽船接続バスも運行する一畑バ
ス。入社4年目の園山さんは、路線バスと近距離の貸切バスの運転に携わっている。
「貸切バスを受け持つ時は、事前に地図で交差点の場所をチェックするなどして、ス
ムーズに運行できるように努めています。地図アプリに頼りっぱなしだと、生活道路に
誘導されることもあるのでアナログが大事です」と笑う。
　父親が同じ会社の貸切バス運転士をしていて、憧れだった。「大きなバスを自分の
体の一部のように操っていて格好良かったんです」。自身も現在10～12メートルのバ
スを運転する。「死角を減らす対策は取られていますが、まずは安全第一。その上で
お客様とのコミュニケーションや明瞭なアナウンスなどにも気を配っています」

【一畑電車 株式会社】【一畑バス 株式会社】

業務部 営業課
宅野 康平さん（30）

2020年入社

運行部 出雲営業所 運行課
園山 天志さん（22）

2022年入社

　松江市を拠点にタクシーや貸切バス、空港連絡バスを運行する松江一畑交通。幼
い頃から高齢者との関わりが多い環境で育ち、福祉関係の仕事を視野に入れていた
願永さんは、ドライバーの求人を知って門を叩いた。「車の運転は好きだったので長
く続けられる気がして」。祖母や曾祖母と暮らした経験から、移動に困る高齢者らのサ
ポートができる点にも惹かれた。内定後、会社の補助を得て普通自動車二種と大型自
動車二種を取得。現在はバス運転の研修を受けつつ、タクシーのハンドルを握る。
観光地案内以外で多くを占めるのが病院への送迎だ。「『あんたらがいなくなったら困
るからね』とよく言われ、タクシーの必要性を痛感しています」。休日は松江市内の
地図を見たり、ドライブしたりして地理の勉強に勤しんでいる。

　一般車両の点検、整備、車検などを幅広く担っているカーテックス一畑。原さん
は、グループ会社である一畑住設で働く父親の勧めもあって入社を決めた。「大学で
は情報デザインを学んでいたので一時はIT業界も考えましたが、車にも興味があっ
て」。先輩らの指示を仰ぎながら実務経験を積んで、3級ガソリン自動車整備士の資
格を取得。現在は普通車や軽自動車の車検や整備を担当する。
　修理を行う上で必要なのが故障原因を探ること。「異音と一口に言っても、音によっ
て想定される原因が違います。後部からゴーゴーという音が聞こえたらベアリングの
劣化が考えられるなど、最近少しずつ判別できるようになりました。より技術を磨き、
高サービスを提供できる整備士になりたい」。今後は2級整備士に挑戦する予定だ。

【松江一畑交通 株式会社】【株式会社 カーテックス一畑】

営業部 営業課
願永 大地さん（27）

2025年入社

サービス部 一般サービス課
原 立成さん（26）

2022年入社

　出雲市を拠点に各種タクシーや貸切バス、空港連絡バスを運行する出雲一畑交
通。岩成さんは、乗客の要望に応じて病院やデイサービスの送迎などを行うほか、観
光タクシーの乗務員として快適な旅をサポートしている。「玉造温泉に宿泊のお客様を
大社や松江、安来などへ2日間にわたってご案内したこともあります。一般的な観光
地情報だけでなく、地元ならではのエピソードなども交えてお客様に楽しんでもらえ
る工夫をしています」。一方、足が不自由な人を送迎する際などには、降りた時に手
すりを持ちやすい場所を意識して停車するなど細やかに配慮する。
　元々神社や観光地めぐりが好きだったが、これまでは子育てを優先して仕事を選ん
できた。子どもの高校卒業を機に転職。「家族からは『楽しそうだね』と言われます」

　建築・土木・鉄道保線・ドローン事業を行う一畑工業。板垣さんは、公共施設から
ビルや福祉施設、住宅などの新築・改修を担う。25年には松江市の高機能消防指令
センターの機能強化を狙った整備工事を担当。初めて一人で現場監督を務めた。「業
務の妨げにならないように気をつけつつ、並行する設備工事のスタッフと連携しなが
ら作業にあたりました」。同工事は25年度の松江市優良工事に表彰された。
　子どもの頃から工作や絵を描くのが好きで、大学では建築を学んだ。大工だった祖
父や曾祖父を始め、周囲にも建築関係の人間が多かった。「つくったものが形に残り、
誰かの役に立つことにずっと関心をもっていた気がします」。何でもできる技術者を目
指して、現在、一級建築士の資格取得に挑んでいる。

【出雲一畑交通 株式会社】【一畑工業 株式会社】

営業部 営業課
岩成 裕美子さん（47）

2024年入社

建築部 工事課
板垣 敦也さん（27）

2021年入社

　隠岐の島町内で路線・貸切・空港連絡バスの運行、レンタカー事業を行い、地域
住民や観光客の足として不可欠な存在の隠岐一畑交通。荒田さんは新人の路線バス
ドライバーとして全長7メートルの車体を操り、通学や通院に利用する乗客の暮らしを
支える。「お客様の命を預かる仕事。気を張り詰め過ぎて、帰宅後はドッと疲れが出
ますが、やりがいを感じています」と話す。
　10代の頃から大型車の格好良さに惹かれていた。高校卒業後は異業種に就職した
ものの、求人を知って転職。「季節や時間帯によってさまざまな表情を見せる隠岐の
自然。運転しながら故郷の魅力を満喫できるのがうれしい」。会社の研修に加え、自
ら運転技術の向上に勤しみ、将来的には大型貸切バスの運転も視野に入れている。

　電気、通信、管、建材事業の4事業を営む総合設備工事のほか、鉄道架線設備の
設計・施工・保守管理を担う一畑住設。冨田さんは、工業高校で学んだ電子回路や
通信技術、ハードウエア技術などの知識を生かせる職場として選んだ。「オンライン
ゲームが好きで、遠くの人と対戦できる仕組みにも興味がありました」
　建物内で電話やインターネットが利用できるよう配線工事や機器の設定・設置を行
い、時には天井裏での作業も。「電線や火災報知器などさまざまな線の合間を縫って
ケーブルを通すのは大変」。故障や不具合の対応では、原因を丁寧に探った上で、顧
客の業務の妨げにならないようスムーズな作業を心がけている。帰宅後や休日は1級
施工管理技士の勉強に励みつつ、母校のサッカークラブのコーチにも力を入れる。

【隠岐一畑交通 株式会社】【一畑住設 株式会社】

運行課
荒田 菜愛さん（30）

2025年入社

TDS事業部 技術部
冨田 輝一さん（24）

2020年入社

多彩なフィールドで輝く。総合力の源は“人”にある

一畑グループ059 058



営業企画部 国内企画課
西田 恋雪さん（25）

2023年入社

【株式会社 一畑トラベルサービス（旅行部）】

　日帰りから海外まで多彩な旅を提案する一畑トラベルサービ
ス。外国語を専門に学ぶ大学に進学した西田さんは、卒業生
に人気の就職先の一つだった旅行会社を職場に選んだ。「多く
の人にとって旅は大イベント。そんな旅に携われれば」
　電話やメールでのツアー受付や国内団体航空券の手配を担
当。自ら添乗員としてツアーに同行し、旅行者の安全確認や
スケジュール管理なども行っている。「多い時には40人のお客
様に同行したことも。時間通りに集合してもらえるよう伝え方
を工夫しました」。コミュニケーションは得意ではないが、自ら
積極的に話しかけて旅行者の笑顔を引き出している。
　今後挑戦したいのは新たなツアー商品の企画。「若い人に興
味を持ってもらえる商品を作ってみたいです」

航空部 出雲空港所 旅客課
枡田 菜々花さん（24）

2024年入社

【株式会社 一畑トラベルサービス（航空部）】

　出雲空港や隠岐空港で、JALの空港業務を行う一畑トラベ
ルサービス航空部。出雲空港グランドスタッフ（GS）の枡田
さんは、チェックインカウンターでの搭乗手続きや搭乗ゲート
での案内などを通してお客様の旅をサポート。天候不順による
欠航や許容最大重量を超える可能性の発生など、予想外のト
ラブル対応も少なくない。「できる限りの対応をして喜んでい
ただけた時にはうれしいです」
　大学の友人の多くが都市部の航空会社などに就職する中、
あえて地元の旅行会社を選んだ。「便数が少ない分、一人一
人のお客様に丁寧に応対できる気がして」。家族旅行で出雲空
港を利用した際、GSの対応に感銘を受けたことも影響した。
イレギュラーな対応もスムーズに行えるよう努力を重ねる。

共創事業本部ソリューション事業部
営業統括課 主任

竹下 加奈子さん（29）
2017年入社

【一畑電気鉄道 株式会社】

　一畑電鉄は、グループ会社の支援・管理を行うほか、不動
産や保険、オートリース、広告、ICT事業も展開している。グ
ループが幅広く事業展開しているのが就職先に選んだ理由の
一つだという竹下さん。現在、生命保険や損害保険の代理店
として営業や関連する事務を担当する。定期的に満期を迎え
る損害保険では、契約更新時に聞いた内容をメモに残し、顧
客に最適なプランを提案。「保険商品にはさまざまなオプショ
ン特約がありますが、必要度はお客様によってそれぞれ異なり
ます。お客様に合った商品をお勧めすることで喜んでいただけ
るのがやりがいにつながっています」。リスクが発生し、不安
に陥る顧客に寄り添って請求手続きを行ったことも。「私に任
せて良かったと仰ってもらい、うれしかったです」

　花と鳥のテーマパーク《松江フォーゲルパーク》を運営する一畑パークで、来客対
応や団体予約管理などを担当。来園者は子どもから高齢者まで幅広く、臨機応変な
対応が求められることも。「足が悪い方には車いすをお貸ししたり、車で高台の温室ま
で送迎したりします。丁寧な対応で、多くの人に楽しい時間を過ごしてもらえれば」
　高校卒業まで山口県で暮らしていたが、幼い時に家族でパークを訪れたのを機に
ファンになった。転職を考えていた時に同社の求人を知って、大好きな場所のスタッ
フに転身。「表情筋が最低限に抑えられている鳥は、表情が乏しいと言われますが、
くちばしや羽根などの動作でさまざまな気持ちを表現するんです。そこが魅力で
す」。鳥への熱い思いとともに働く。

【株式会社 一畑パーク】

営業部 営業管理課
杉村 唯さん（23）

2023年入社

　2021年にリニューアルオープンし、高付加価値なサービスを提供するホテル一畑。
洗練された湖畔のホテルで、宿泊客を出迎えるフロントクラークの一人が野上さんだ。
「私の接客で、少しでも旅の疲れを癒していただければ」。多い時は1日で約250人も
の客に接し、受付業務や予約対応などを行う。「隣で接客する同僚と声がかぶらない
よう滑舌やトーン、話すスピードに気をつけています」。英語は得意ではないが、表情
やジェスチャーでカバーしながら海外からの訪問客ももてなしている。
　人と関わる仕事をイメージする中、ホテルスタッフの話を聞く機会があり、やさしく
丁寧な語り口調に惹かれた。「特別感を味わえるのがホテル。お客様が時間を忘れて
ゆっくりと過ごしていただけるお手伝いをしていきたい」

【株式会社 ホテル一畑】

営業部 営業課 宿泊係
野上 優月さん（20）

2024年入社

　出雲・松江市内5拠点で、土産物販売や飲食提供などを行っているいずも。岡さん
は、出雲大社わきにある《観光センターいずも》で、食事やガイドの予約受付や電
話対応をメインに行っている。時には観光客相手に出雲大社境内を案内することも。
「専門のガイドの方に付いて学びましたが、興味を持って聞いていただけるように話す
のに四苦八苦しています」
　専門学校卒業後は大阪のホテルに勤務。非日常空間の雰囲気が好きだったことも
あり、Uターン後も観光に携わる仕事を選んだ。「がちがちのマニュアルがあるわけで
はなく、自分で工夫しながら仕事を行える点が気に入っています」。帰郷して、出雲に
流れる時間の心地よさを再認識。「ゆったりとした土地柄が私には合っています」

【株式会社 いずも】

観光センターいずも
岡 なつきさん（35）

2024年入社

　自動二輪から大型バスまで、すべての免許が取得可能な県東部唯一の “総合教習
所” である平田自動車教習所。藤原さんは教習所近くの高校に通っていたこともあ
り、3種類の免許を当教習所で取得。縁のある場所だ。「乗り物は好きだったし、前
の職場での経験から、人に教える仕事が向いている気もしていました」
　入社後、普通車をはじめ自動二輪、大型特殊車など5種類の指導員資格を取得。
「会社が取得費用を全額負担してくれるので挑戦しやすいです。将来的には全車科の
資格取得を目指したいです」。教える相手は、18歳から親世代まで年齢も立場もさま
ざま。教え方次第で生徒の運転技術取得のスピードが変わることもあり、相手に合わ
せた指導を心がける。生徒の成長が大きなモチベーションにつながっている。

【株式会社 平田自動車教習所】

教務部 教務課
藤原 慎也さん（26）

2024年入社

採用担当者からあなたへ

一畑グループ

「一畑グループは総合力を発揮して、地域協
働で新たな価値を創造し、豊かな郷土づく
りに貢献します」をグループの経営理念とし
て掲げ、島根県東部を中心に多角的に事業
を展開しています。「地域のため
に働きたい」という思いをお持
ちの方、ぜひ一緒に働きませ
んか？
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